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１．緒言

　原稿作成にあたり，「投稿規定」も参照してください．本文のレイアウト（１ページあたりの文字数）は，文字数は24字×46行×2段=2208字とする．文章の区切りには全角の読点（，）と句点（．）を用いる．本文には，半角カタカナは使用しない．

２．記号・単位の書き方
L
：
長さ　[m]
Re
：
レイノルズ数
t
：
時間　[s]
x
：
流れ方向の座標　[m]

：
熱伝達率　[W/(m2·K)]
　量記号はイタリック体，単位記号はローマン体，無次元数はイタリック体で書く．

　数学記号・単位記号及び量記号は，半角英数字を使用する．単位は，SI単位を使用し，4 MPaのように書く．
３．見出しの書き方

３・１　節の字体はゴシック体　　必要な場合のみ使用．２文字空白（全角）を空け，本文を書き始める．
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Fig. 1  Sample of a clear figure.

Table 1  Sample of expression of values.
	Recommend
	Not recommend

	0.357
	.357

	3.141 6
	3.141,6

	3.141 6×2.5
	3.141 6・2.5


Table 2  Sample of root and division.

	Recommend
	Not recommend

	
[image: image2.wmf])

(

y

x

-


	√
[image: image3.wmf])

(

y

x

-



	
[image: image4.wmf])

/(

)

(

d

c

b

a

+

+


	
[image: image5.wmf]d

c

b

a

+

+

/




Table 3  Physical properties of air at atmospheric pressure.
	T [oC]
	 [kg/m3]
	cp [J/(kg·K)]
	 [Pa·s]
	 [m2/s]
	k [W/(m·K)]
	a [m2/s]
	Pr

	
	
	×103
	×10-5
	×10-5
	×10-2
	×10-5
	

	
0
	x.xxxx
	x.xxx
	x.xxx
	x.xxx
	x.xxx
	x.xxx
	x.xxx

	
10
	x.xxxx
	x.xxx
	x.xxx
	x.xxx
	x.xxx
	x.xxx
	x.xxx

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


４．図及び写真・表の作成に関して

（1）本文中では，図１，表１のように日本語で書く．写真は，図として扱う．

（2）番号・説明などは，図・写真についてはその下に，表についてはその上に書く．

（3）本文と，図・表の間は１行以上の空白を空けて，見やすくする．
（4）図中・表中の説明及び題目はすべて英語で書く（最初の文字は大文字とする）．なお，総説と解説では日本語で書いてもよい．
（5）図及び表が１列（片側）に収まらない場合2列（両側）にまたがって書くことができる． 

（6）図及び表の横に空白ができても，その空白部には本文を記入してはならない．

（7）図，表，写真はそのままPDFとして掲載されることを考慮してフォントサイズ，解像度，コントラストなどを決める．

（8）図，表，写真はカラーでもよい．ただし，PDFファイルとして2 MB以下に収めること．

５．数式の書き方

　式はMS WordのEquation Editorなどを使用して作成する．式番号は，式と同じ行に右寄せして（ ）の中に書く．また，本文で式を引用するときは，式（1）のように書く．式を書くときは，２文字分空白を空ける．また，必要行数分を必ず使うようにして書く．３行必要とする式を２行につめて書いたり，２行に分かれる式を１行に収めたりしない．なお，本文と式，式相互間は１行以上の空白を空けて，見やすくする．また，原則として数式エディタのポイント数は本文に準じるものとするが，添え字等が小さく読みにくくなるときは適宜拡大する．
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（3）
　式はなるべく片側に書くことが望ましいが，両側にまたがる場合は，読む順序に混乱を生じないように，そのページの式の上，または下の本文全部を両方にまたがるように書かなければならない．本見本では，式（4）は次ページの最上段に配置しているので，以下の文章は２段組で続けることができる．

　本文中に出てくる数式は，a/b, (a+b)/(c+d)のように書く．数式はなるべく簡潔に表現し，添え字にさらに添え字をつけるなど複雑になることを避けること．
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（4）

６．引用文献の書き方

　本文中の引用箇所には，右肩に小括弧をつけて通し番号を付ける．例えば，バイオ1）, 2, 3), 4-6）のようにする．引用文献は本文末尾に番号順にまとめて書く．

７．結言
　このテンプレートに従って作成すれば、基本的にはそのままPDFファイルとして掲載される．ただし採択後、再確認が求められることがある．

利益相反
　ない場合は，ない旨を記し，ある場合はその内容を簡潔に書き記す．例：「開示すべき利益相反はない．」
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